
成果となる目標 具体的な行動目標

（指標となる数値等） （成果目標達成のための具体的な手立て等） （今年度の成果と来年度に向けた課題等） 評価

◇生徒の定期テストへの意欲は高く、時間を有効に活用し、計画的に学
習に取り組む姿勢が高まってきている。
◆テストの得点のみならず、学習方法やその過程を振り返り、自分に適
した学習方法を身につけていくことが課題である。

◇落ち着いて学習に取り組むことができる。グループでの学びの機会を
意識的に組み入れた結果、授業における生徒間の対話が増え、共に学
ぶ雰囲気が高まってきている。
◆自分の考えを筋道を立てて説明することに課題がある。

◇「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。」では、肯定的な回答
が73.2％（全国63.5％）であり、「学校の授業時間以外に普段、1日当たり
どれくらいの時間、勉強をしますか。」では64％の生徒（全国41.5％）が、
2時間以上取り組んでいることから、主体的に家庭学習に取り組む習慣
が高まっていることがうかがえる。また、「1，2年生の時に受けた授業で、
コンピュータなどのICT機器をどの程度使用しましたか。」という設問につ
いて、「週1回以上（「ほぼ毎日」も含む）」と回答した生徒は57.8％（全国
33.4％）であり、今年度はさらに効果的な活用を工夫する。

◇「生徒は授業に真剣に取り組み、分かりやすいと言っている。」の項目
は、肯定的評価（そう思う/だいたいそう思う）が94ポイントであり、落ち着
いた学習環境が整っている。
◆「学校は授業の工夫や放課後の学力補充など、生徒の学力向上に取
り組んでいる。」の項目は、肯定的評価が72ポイントであり、学力補充や
小中で連携した家庭学習の定着への取り組みが課題である。

◇昨年度は、『これからの時代に求められる資質・能力の育成　―「主体
的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を通して―』を研究
テーマとし、「資質・能力の三つの柱」を念頭に、授業改善を進めてきた。
今年度は、「iPadの効果的な活用の推進」に焦点をあて、さらなる授業改
善を進める。

○今年度は校区小学校と「学校経営」、「生徒指導」、「連携教育」、「特
別支援教育」を柱とした交流を推進すると共に、小学校での児童の授業
に取り組む様子を参観した。児童の学びの姿を校内で共有し、小学校で
の学びと中学校での学びの継続性を実感できる授業の工夫を進めてい
きたい。

◇昨年度は、学習場面におけるiPad効果的な活用を推進するため、ス
クールワークの活用やミライシード導入に関わる研修を実施した。各教
科の実践交流を通じて、「生徒の学びの姿」からさらなる授業改善につな
げるために、継続して研修を推進する。

〇入学説明会で、中学生の授業、学校行事、部活動などの取り組みの
様子を映像にまとめて紹介したことにより、中学校生活への不安を軽減
し、入学への意欲向上につながった。

◇子どもの教育に対する関心が高い家庭が多く、学校教育活動にも協
力的である。生徒がボランティア活動などを通して地域で活動し、交流を
進めている。

◇年度当初に小学校と連絡を取り合い、「生活・学習習慣」や「学習指
導」についての交流を行っている。
◇「道徳・人権教育」の年間指導計画（カリキュラム）の小中間の交流を
進めている。
◆授業の見学などを通じて保幼小中間の交流を進め、発達段階に応じ
て工夫をした取り組みを共有するとともに、学習指導の充実を図ることが
課題である。
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５．読書活動の充実 〇生徒会図書委員会を中心に読書活動の推
進を行い、学校図書館の本の貸出冊数を昨
年度より増やす。

〇朝読書の時間を通じて、読書活動の充実を図る。
〇生徒会図書委員会の取り組み（おすすめ本の紹介など）を通
じて、読書活動を推進する。
○図書ボランティアと連携し、学校図書館の環境整備や昼休み
の開館時間、本の貸し出しなどを推進する。
〇給食前後の休み時間に学校図書館を開館し、本の貸し出し
機会を充実させ、学校図書室の利用を促進する。
○「読書通帳」「さんだ子ども読書の日（毎月23日）」を効果的に
活用し、生徒の読書に対する意欲を高める。

○全国学力・学習状況調査の生徒質問紙調査において、「学校の授業
時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、読
書をしますか。」の項目では、10分以上と回答した生徒の割合が、約
52％であり、全国平均を4ポイント程度上回っている。さらに生徒が読書
活動に興味を持って取り組むことができるよう、校内での取り組みの工夫
を進めていきたい。
○多くの図書ボランティアの方の協力をいただき、毎日図書館を開館す
ることで、たくさんの本と接する機会が増えた。
○朝読書を推進し、読書習慣が定着してきた。

○学校評価生徒アンケートにおいて、「学校は授業の工夫や放課後の学
力補充など、生徒の学力向上に取り組んでいる。」の項目において、生
徒の肯定的評価は93％であった。
○今年度は、長期休業中の学習相談日を昨年度までより1日増やし、個
に応じた学習指導を推進した。
●学習活動において困難さを抱えている生徒に対し、誰一人取り残すこ
とのない個に応じた学びの方法を模索し、生徒の学びに寄り添っていくこ
とが課題である。 A

B

〇朝学習で基礎基本の定着を図る。
〇テスト前や長期休業中に、学習相談日を設け、個に応じた指
導を充実させる。
〇木曜日の放課後や、ひょうごがんばり学びタイムを活用して、
学習状況に課題がある生徒を中心に補充学習を行う。

校内研修の状況

校内研究の状況

〇けやき台中学校区連絡会を継続的に開催
して実践交流を進め、中１ギャップを軽減す
る。

４．小中連携の充実 〇校区小学校と「学校経営」、「生徒指導」、「連携教育」、「特別
支援教育」を柱とした交流を行う。
〇入学説明会および、小学校6年生を対象として体験または出
前授業の充実を図る。
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３．学力補充 ○学校評価生徒アンケートにおいて、「学校
は授業の工夫や放課後の学力補充など、生
徒の学力向上に取り組んでいる。」の項目
で、肯定的評価が90％以上を目指す。

学校評価などのアンケート
調査による児童・生徒の状
況
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内
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〇学校評価生徒アンケートにおいて、昨年度
に引き続き「生徒は授業に真剣に取り組み、
わかりやすいと言っている。」の項目で、肯定
的評価が90%以上を目指す。
〇学校評価生徒アンケートにおいて、「学校
は授業の工夫や放課後の学力補充など、生
徒の学力向上に取り組んでいる。」の項目
で、肯定的評価が90％以上を目指す。

〇『「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善～
iPadの効果的な活用推進～』を研究テーマとし、ICT機器を活用
した学習指導の工夫、 授業改善に取り組む。
〇「自分にもできた、分かった」と生徒が実感できる授業の工夫
をする。
〇「めあて(見通し)」と「振り返り」を取り入れた授業を行い、生徒
の学びに対する自己調整能力を高める指導を行う。
〇協働的・探究的な学習を積極的に取り入れた授業を行う。そ
の中で、ホワイトボードやiPadなどを活用し、「図・表・グラフ」な
どの資料を効果的に提示し、自分の意見を述べるとともに、他
者の考えに触れ、対話を通じて考えを深める機会をつくる。
〇根拠を明らかにして、論理的に書く・話す力の育成（表や図、
グラフや資料の読み取りや活用）をする。
〇ICT機器（大型モニター/iPad/PC/プロジェクターなど）を効果
的に活用した授業を行う。
〇「授業参観weeks」で、全教員が互見授業をおこない、「生徒
の学びの姿」を授業改善につなげる。
〇校内研修及び、研究授業を積極的に行う。

○学校評価生徒アンケートにおいて、「生徒は授業に真剣に取り組み、
わかりやすいと言っている。」の項目において、生徒の肯定的評価（そう
思う・大体そう思う）は93％であり、多くの生徒が授業に意欲的に取り組
むことができていると考えられる。
○学校評価生徒アンケートにおいて、「学校は授業の工夫や放課後の学
力補充など、生徒の学力向上に取り組んでいる。」の項目において、生
徒の肯定的評価は93％であった。一方で保護者の肯定的評価は72％で
あり、生徒の実感よりもやや低くなっている結果から、本校教育に対する
さらなる学力向上に向けた取り組みに対する期待の大きさが伺える。
○今年度は、授業における『iPadの効果的な活用推進』に向けて、「iPad
の活用研修」や「オクリンク活用研修」などの職員研修を実施し、授業に
おいて生徒の考えや意見、学びの過程をiPadのアプリケーションを活用
して交流する方法を修得し、生徒が対話的に学びを深める授業の工夫を
行ってきた。また、ホワイトボードを各学習教室に整備し、小集団で意見
を出し合い考えを練り合わせながら課題解決に向かう授業の工夫を行っ
てきた。また、全国学力学習状況調査の結果分析に基づき、本校生徒に
身につけたい力を明確化し、授業の初めに「めあて」を提示し、授業の終
わりに「ふり返り」を行い、自己の学びを見つめなおすことを大切に授業
を進めてきた。
●来年度も『iPadの効果的な活用推進』に向けた職員研修を継続的に企
画し、さらなる教員の専門性の研鑽に努めたい。
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２．家庭学習の充実 〇学校評価生徒アンケートにおいて、「生徒
は自分から進んで発表をしたり、宿題や復習
など家庭学習を行っている。」の項目で、肯定
的評価が80％以上を目指す。

〇各教科で計画的に家庭学習の課題を与え、基礎学力の定着
と家庭学習の習慣化のさらなる充実を図る。
○キャリアパスポートの振り返り、テスト計画表の作成など、生
徒が自らの取り組みを振り返り、改善するための指導を充実さ
せる。
〇通信等を通じて、各家庭への啓発を行う。
〇校区連絡会において、学校評価アンケートの家庭学習の現状
を交流し、改善点を探る。

●学校評価生徒アンケートにおいて、「生徒は自ら進んで発表をしたり、宿題や
復習など家庭学習を行っている。」の項目において、生徒の肯定的評価は72％
であり、昨年度の評価と同等程度であった。多くの生徒が主体的に授業や家庭
学習に取り組んでいる一方で、授業の発表や宿題への取り組みなどに課題を
感じている生徒がいることが推察される。したがって、生徒の発言（考えや意
見、疑問）に共感し、学びを支援する授業の工夫をさらに進めていきたい。ま
た、生徒の学習の様子について、通信や懇談等を通じて共通理解を深め、具
体的な学習指導へとつなげていきたい。
○キャリアパスポートの振り返りを通じて、生徒は自身の成長を実感し、自己の
取り組みを見つめながら、未来に向かって希望を持って取り組もうとする様子
が見られた。

B

推進主体
研究推進委員会（管理職、研究推進担当、兵庫型学習システム担当、国語科・数学
科・英語科教科担当、特別活動担当で構成） 学力向上に向けての

重点的な目標

年度末評価

学力に関する前年度の状況・経年の課題等
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【国語】
◇昨年度の結果より、「話し合いの話題や方向性を捉える」では、正答率
が95%あり、ほぼ全員が趣旨を捉えて話し合いができることが分かる。ま
た、「漢字の読み」もどちらも正答率が95%以上あり、基礎的な学習がしっ
かり定着していることがわかる。さらに、「読むこと」で、「場面の展開を答
える問題」では、正答率は75%であるが全国平均を16ポイント上回ってお
り、読解力の高さがうかがえる。
◆昨年度の結果より「語句や文の使い方」の正答率が30%(全国25%)であ
り、大まかな意味を捉えることはできるが、細かい文の趣旨を捉えること
に課題が見られる。また、「文章に表れているものの見方や考え方を捉
え、自分の意見を持つ」の正答率が22%(全国２０％)であり、読み取った
内容を自分の意見として表現することに課題が見られる。
【数学】
◇昨年度の結果より、「図形」の範囲では正答率が66.8%(全国51.4%)で全
国平均を15ポイント上回っている。特に、「四角形ABCEが平行四辺形に
なることを、平行四辺形になるための条件を用いて説明すること」では正
答率が62.6%(全国44.3%)で全国平均を18ポイント上回っている。このこと
から定義、定理などを利用して証明する能力は非常に高い状況にあると
いえる。また、「与えられた表やグラフを用いて、２分をはかるために必要
な砂の重さを求める方法を説明する」設問では、正答率は9割を超えてお
り、表やグラフを読み取ることの定着がうかがえる。
◆「データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説
明する」設問では、正答率が23.0%(全国11.1%)で3割を切っている。このこ
とから数学的な表現を用いて説明する力を高めることが課題である。ま
た、記述式の問題では正答率が51.0%(全国35.5%)であり、計算力は非常
に高いが、それを数学的な表現を用いて説明する力を高めることが課題
である。

１．授業改善

令和４年度　学力向上指導改善プラン
       三田市立けやき台中学校長　　谷本　正弘

学校教育目標
「夢や希望を持ち、目標に向かってたくましく、しなやかに生きる生徒の育成

～明るく、わ（和・輪）のある学校～」
４月 ２～３月


